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皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
、
林
野
庁
長
官
、
国
土
交
通
省
都
市
局
長
、

環
境
省
自
然
環
境
局
長
、
有
村
治
子
参
議
院
議
員
を

は
じ
め
、
関
連
団
体
か
ら
の
ご
来
賓
、
多
く
の
会
員

の
皆
様
を
お
迎
え
し
て
、
一
般
社
団
法
人
日
本
植
木

協
会
創
立
５０
周
年
記
念
全
国
大
会
を
開
催
で
き
る
こ

と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
植
木
協
会
の
活
動
・
事
業

に
対
し
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
、こ

の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
協
会
は
、昭
和
４６
年
に
大
阪
で
創
立
さ
れ
５０
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
国
土
緑
化
の
た
め
の
樹
木
生
産
・
流
通
や
普
及
啓
発
に
努
め
て
参
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
植
木
業
界
を
巡
る
状
況
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど

社
会
情
勢
の
変
化
に
と
も
な
い
、
植
木
の
需
要
が
減
少
し
て
き
て
お
り
大
変
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
協
会
は
平
成
２５
年
に
社
団
法
人
か
ら
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
、
公
益
目
的

事
業
に
も
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

公
益
目
的
事
業
で
は
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
み
ど
り
の
大
切
さ
を
教
え
る
「
緑

育
出
前
授
業
」
や
「
記
念
樹
贈
呈
事
業
」
を
行
う
普
及
啓
発
事
業
と
人
材
を
育
成
す
る

た
め
の
「
環
境
緑
化
樹
木
識
別
の
ポ
イ
ン
ト
講
習
会
」
や
「
植
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
育
成

講
座
」を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
事
業
は
、
広
く
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
特
に「
環

境
緑
化
樹
木
識
別
試
験
」
に
お
い
て
は
中
学
生
が
大
人
顔
負
け
の
高
得
点
を
獲
得
す
る

な
ど
成
果
を
上
げ
て
来
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
の
増
加
に
つ
い
て
も
地
球
規
模
で
の
樹
木
の
減
少
に
伴
う
こ
と
が
原
因
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
一
昨
年
と
気
候
変
動
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
大
規
模

な
災
害
も
地
球
温
暖
化
に
端
を
発
し
て
い
る
の
で
は
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
し
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
安
定
的
な
緑
化
樹
木
生
産
・
流

通
に
努
め
る
と
と
も
に
、
近
年
、
脚
光
を
浴
び
て
い
る
地
域
性
苗
木
に
つ
い
て
の
生
産

に
も
力
を
注
い
で
い
く
必
要
性
も
感
じ
て
い
ま
す
。

協
会
と
し
て
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
充
分
把
握
し
、
も
れ
ま
で
に
も
増
し
て
安
定
的

な
生
産
・
流
通
体
制
を
確
立
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
日
の
大
会
開
催
に
関
し
ま
し
て
は
、
関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆
様
に
は
、
一

方
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
大
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
、
ご
来
賓
と
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発

展
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１５
時
３０
分
か
ら
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半

蔵
門

華
の
間
に
お
い

て
創
立
５０
周
年
記
念
全

国
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。秋

山
冨
士
雄
副
会
長

の
開
会
の
辞
で
開
幕

し
、
宍
倉
孝
行
大
会
会

長
の
挨
拶
、
鵜
沢
栄
関

東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

の
歓
迎
挨
拶
に
続
き
、

ご
来
賓
の
本
郷
浩
二
林

野
庁
長
官
、
国
土
交
通

省
都
市
局
長
（
長
井
俊

彦
大
臣
官
房
審
議
官
代

読
）、
鳥
居
敏
男
環
境

省
自
然
環
境
局
長
か
ら

ご
祝
辞
を
頂
い
た
の

ち
、
協
会
顧
問
の
有
村

治
子
参
議
院
議
員
か
ら

緑
化
は
三
大
行
啓
の
一

つ
で
す
。
今
、
緑
化
は

大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
机
上
の
対
話

で
は
現
場
の
状
況
が
見

え
ま
せ
ん
、
現
場
で
の

対
話
を
通
じ
よ
り
よ
い

政
策
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
の
お
祝
い
の
お
言
葉
を

頂
い
た
の
ち
、
ご
臨
席
さ
れ
た

多
く
の
ご
来
賓
の
紹
介
が
行
わ

れ
た
。

次
に
、
感
謝
状
と
認
定
証
の

授
与
が
行
わ
れ
た
。
感
謝
状

は
、農
林
水
産
大
臣
感
謝
状（
協

会
本
部
役
員
を
１０
年
以
上
務
め

た
者
）
２
点
と
林
野
庁
長
官
感

謝
状
（
本
部
役
員
を
６
年
以
上

務
め
た
者
）
３
点
が
本
郷
林
野

庁
長
官
よ
り
授
与
さ
れ
た
。
ま

た
環
境
省

鳥
居
自
然
環
境
局

長
か
ら
緑
の
大
切
さ
を
普
及
す

る
活
動
に
対
し
て
感
謝
状
が
協

会
に
授
与
さ
れ
た
。

認
定
証
は
、
卓
越
技
能
者
１６

人
と
優
秀
技
能
者
１３
人
に
宍
倉

会
長
か
ら
授
与
さ
れ
た
。

引
続
き
、
大
会
宣
言
が
阪
上

和
彦
副
会
長
に
よ
り
行
わ
れ
、

船
橋
修
一
副
会
長
の
閉
会
の
辞

を
も
っ
て
幕
を
閉
じ
た
。

創立５０周年記念感謝状

農林水産大臣感謝状

〇 宍倉 孝行 ㈲グリーンシシクラ
〇 秋山冨士雄 ㈲あすま緑化園

林野庁長官感謝状

〇 植島 淸春 植島植木㈲
〇 阪上 和彦 ㈲作樹園
〇 船橋 修一 ㈲船橋緑化

環境省自然環境局長感謝状

〇（一社）日本植木協会

大会宣言する阪上和彦副会長

本郷林野庁長官から農林水産大臣賞を
授与される秋山冨士夫氏

大 会 宣 言
一般社団法人日本植木協会は創立５０周年を

迎える。この間、優れた緑化樹木の生産・安

定的な流通体制を構築し、緑化樹木による憩

いの場や潤いの提供に努めてきた。

しかし、近年、緑の減少による地球的規模

での温暖化や都市部におけるヒートアイラン

ド現象が顕著なものとなり、私たちを取り巻

く生活環境に大きな影響を与えている。

このような状況を踏まえ、緑豊かで安心し

て生活できる社会を継承するため、次代を担

う子供たちに「緑育出前授業」などを通じ、

緑が地球上の生命根幹であり、緑化が国民生

活にとって不可欠であることを教えるととも

に、緑化推進の更なる活性化を図り諸活動を

活発に展開し、緑あふれる輝く未来に向かっ

て大きく躍進することをここに宣言する。

一般社団法人日本植木協会

創立５０周年記念全国大会

創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５０００００００００００００００００００００００００００００周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
令和２年１月２２日（水）ホテルグランドアーク半蔵門（東京都千代田区）

本郷林野庁長官から林野庁長官賞を
授与される船橋修一氏

創
立
５０
周
年
記
念
全
国
大
会
会
長
挨
拶

宍倉孝行会長

鳥居自然環境局長から感謝状を
授与される荒井秀史緑育委員

協会顧問の参議院議員
有村治子先生

本郷林野庁長官

長井国交省大臣官房審議官

鳥居環境省自然環境局長
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記
念
講
演
は
、
株
式
会
社
涌

井
景
観
研
究
所
の
涌
井
史
郎

（
雅
之
）
氏
が
「
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
が
創
り
出
す
新
た
な
社

会
」
〝
樹
木
が
果
す
役
割
の
再

評
価
の
時
代
〞
を
テ
ー
マ
に
講

演
さ
れ
た
。

涌
井
氏
は
、
東
京
農
業
大
学

農
学
部
造
園
学
科
を
卒
業
後
、

日
本
の
造
園
家
の
第
一
人
者
と

し
て
、
国
際
博
覧
会

愛
・
地

球
博
会
場
演
出
総
合
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
な
ど
数
多
く
の
造
園
計

画
に
携
わ
り
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
サ
ン
デ

ー
モ
ー
ニ
ン
グ
の
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
を
務
め
る
な
ど
、
幅
広
く

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

協
会
の
環
境
緑
化
樹
木
識
別
検

定
資
格
認
定
委
員
長
を
お
引
き

受
け
頂
い
て
お
り
、
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

講
演
会
場
は
満
席
と
な
り
人

気
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。

都
市
部
に
お
け
る
造
園
事
業
は

増
え
て
き
て
お
り
、
需
要
動
向

を
掌
握
し
な
が
ら
植
木
生
産
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
な
ど
非
常
に
参
考
に
な
る
講

演
で
あ
っ
た
。

講
演
終
了
後
、
宍
倉
会
長
か

ら
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
終
了
し

た
。意

見
交
換
会
は
、
華
の
間
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
鵜
沢
栄
関

東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
開

会
迎
挨
拶
に
続
き
、
宍
倉
孝
行

大
会
会
長
の
挨
拶
、
顧
問
の
自

由
民
主
党
元
幹
事
長
古
賀
誠
先

生
、
衆
議
院
議
員
藤
丸
敏
先
生

に
ご
挨
拶
を
頂
い
た
の
ち
、
ご

来
賓
の
ご
紹
介
が
あ
り
、
一
般

社
団
法
人
造
園
建
設
業
協
会
和

田
新
也
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
が

行
わ
れ
、
懇
談
・
懇
親
の
宴
に

入
っ
た
。
全
国
各

地
か
ら
の
会
員
と

ご
来
賓
の
方
々
と

の
懇
談
や
互
い
の

歓
談
を
通
し
て
大

い
に
盛
り
上
が

り
、
宴
た
け
な
わ

の
中
に
、
高
橋
英

治
副
ブ
ロ
ッ
ク
長

の
中
締
め
で
宴
が

お
開
き
と
な
っ

た
。

（
一
社
）日
本
植
木
協
会
は
、

令
和
２
年
度
通
常
総
会
を
、
１

月
２２
日
（
水
）
東
京
都
千
代
田

区
の
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー

ク
半
蔵
門
」
で
開
催
し
た
。

【
総
会
前
理
事
会
】

通
常
総
会
の
開
会
に
先
立

ち
、
総
会
運
営
の
確
認
等
を
図

る
た
め
正
副
議
長
と
の
打
合
会

及
び
総
会
前
理
事
会
を
開
催
し

た
。
出
席
者
は
、三
役
、理
事
、

正
・
副
議
長
、
議
事
録
署
名

人
、
関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

長
及
び
事
務
局
。
令
和
２
年
度

通
常
総
会
及
び
創
立
５０
周
年
記

念
全
国
大
会
へ
の
対
応
、
役
割

分
担
等
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
、
円
滑
な
総
会
・
大
会

の
運
営
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

【
通
常
総
会
】

開
会
に
先
立
ち
、
事
務
局
か

ら
定
足
数
の
確
認
が
行
わ
れ
、

本
人
出
席
１
７
４
名
、
委
任
状

１
３
８
名
、
計
３
１
２
名
で
総

会
が
成
立
し
た
こ
と
を
報
告
し

た
後
、
秋
山
冨
士
雄
副
会
長
の

開
会
の
辞
で
開
幕
し
た
。

は
じ
め
に
、
平
成
３１
年
度
に

ご
逝
去
さ
れ
た
会
員
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
黙
祷
を
捧
げ
た

後
、
宍
倉
孝
行
会
長
に
挨
拶
を

頂
い
た
。

引
き
続
き
、
協
会
会
長
表
彰

が
行
な
わ
れ
、
宍
倉
会
長
か

ら
、
退
任
さ
れ
る
理
事
・
監

事
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
及
び
支
部
長

に
役
職
功
労
者
表
彰
、
従
業
員

永
年
勤
続
表
彰
３
名
に
対
し
て

感
謝
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ

た
。
ま
た
、
特
別
庭
園
樹
木（
名

木
）
認
定
３
点
に
認
定
証
が
授

与
さ
れ
た
。（
表
彰
者
等
に
つ

い
て
は
別
掲
）

議
案
審
議
等

議
長
団
に
は
、
議
長
に
清
水

宣
昭
氏
（
㈲
清
水
種
苗
／
埼
玉

県
）、
副
議
長
に
畠
山
富
夫
氏

（
㈱
畠
山
種
苗
園
／
新
潟
県
）

と
飯
島
裕
之
氏
（
大
和
園
／
神

奈
川
県
）、
議
事
録
署
名
人
に

は
宇
津
木
浩
幸
氏
（
㈱
宇
津
木

農
場
／
千
葉
県
）、
外
塚
潔
氏

（
㈱
外
塚
農
園
／
茨
城
県
）
が

指
名
さ
れ
た
。

議
長
は
、
第
１
号
議
案
「
平

成
３１
年
度
事
業
報
告
」
と
第
２

号
議
案
「
平
成
３１
年
度
決
算
報

告
及
び
監
査
報
告
」
は
関
連
し

て
い
る
こ
と
か
ら
併
せ
て
審
議

を
行
う
こ
と
と
し
て
、
事
務
局

に
説
明
を
求
め
た
。
事
務
局
か

ら
第
１
号
議
案
と
第
２
号
議
案

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
公

益
目
的
事
業
に
つ
い
て
は
、
平

成
３１
年
１１
月
３０
日
を
も
っ
て
完

了
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
平

成
３０
年
度
末
に
お
け
る
公
益
目

的
財
産
残
額
が
１
５
１
３
万
円

あ
り
、
年
度
内
で
の
執
行
が
難

し
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
内
閣
府
に
公
益
目
的
実
施

期
間
の
１
年
間
の
延
長
を
申
請

し
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
１１
月

８
日
付
け
で
認
可
さ
れ
令
和
２

年
１１
月
３０
日
ま
で
期
間
延
長
し

た
。
な
お
、
令
和
２
年
の
公
益

目
的
財
産
額
は
６
２
３
万
円
と

な
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
さ
れ

た
。
事
務
局
説
明
の
後
、
荒
井

利
昌
監
事
か
ら
平
成
３１
年
度
事

業
及
び
決
算
は
適
正
に
処
理
さ

れ
て
お
り
、
経
費
の
使
途
も
正

当
で
あ
っ
た
と
の
監
査
報
告
が

な
さ
れ
た
。
議
長
は
、
説
明
を

受
け
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

特
に
意
見
も
無
く
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案
「
平
成
３１
年
度

事
業
計
画
（
案
）」と
第
４
号
議

案
「
平
成
３１
年
度
収
支
予
算

（
案
）」に
つ
い
て
も
関
連
し
て

い
る
こ
と
か
ら
併
せ
て
審
議
す

る
こ
と
と
し
、
事
務
局
に
説
明

を
求
め
た
。
事
務
局
は
議
案
書

に
沿
っ
て
説
明
を
行
っ
た
。
会

員
の
減
少
等
に
と
も
な
い
財
源

的
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
３１
年
度
は
、
理
事

会
に
係
る
交
通
費
を
１０
％
減
額

し
て
き
た
。
令
和
２
年
度
予
算

に
つ
い
て
は
、
理
事
会
、
委
員

会
開
催
に
係
る
交
通
費
を
１０
％

減
額
し
て
計
上
し
て
い
る
こ
と

を
説
明
し
提
案
し
た
。
議
長

は
、
説
明
を
受
け
議
場

に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
会

員
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

と
な
る
よ
う
な
施
策
や

事
業
活
動
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。
メ
リ
ッ

ト
が
あ
れ
ば
必
然
的
に

会
員
を
増
え
て
く
る
に

で
は
な
い
か
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。
他
に
意

見
が
無
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
議
長
が
裁
決
求
め

た
と
こ
ろ
、
賛
成
多
数

で
承
認
さ
れ
た
。
議
長
は
、
第

５
号
議
案
「
役
員
の
選
任
」
に

つ
い
て
事
務
局
に
説
明
を
求
め

た
。
事
務
局
か
ら
役
員
選
任
の

経
緯
を
説
明
し
、
秋
山
冨
士
雄

役
員
推
薦
委
員
長
か
ら
、
理
事

会
推
薦
に
つ
い
て
２
回
の
委
員

会
を
経
て
理
事
候
補
者
４
名
と

監
事
１
名
を
選
任
し
た
こ
と

と
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
１２
名
の

理
事
及
び
監
事
候
補
者
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
た
。
議
長
は
、
他
に
審

議
す
べ
き
議
案
の
有
無
に
つ
い

て
会
場
に
諮
っ
た
が
意
見
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
提
案
さ
れ
た

議
案
に
つ
い
て
す
べ
て
終
了
し

た
と
宣
言
し
、
議
長
・
副
議
長

は
退
任
し
た
。

引
続
き
、
報
告
事
項
が
事
務

局
よ
り
あ
っ
た
。
令
和
３
年
度

通
常
総
会
の
開
催
地
は
宮
城
県

で
令
和
３
年
１
月
２１
日
（
木
）

に
開
催
す
る
と
報
告
さ
れ
、
北

海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表

し
て
菅
原
豊
理
事
か
ら
歓
迎
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。
引
続
き
、
森

田
直
樹
青
年
部
会
長
の
挨
拶
、

最
後
に
賛
助
会
員
か
ら
の
自
社

紹
介
が
あ
り
、
船
橋
修
一
副
会

長
が
閉
会
を
宣
言
し
通
常
総
会

を
閉
会
し
た
。

質問をする豊岡敏則氏

記
念
講
演

令
和
２
年
度
通
常
総
会

涌
井
史
郎（
雅
之
）氏

「
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
が
創
り
出
す

新
た
な
社
会
」

左から畠山富夫副議長、清水宣昭議長、飯島裕之副議長

意
見
交
換
会

協会顧問自由民主党元幹事長古賀誠先生

協会顧問 衆議院議員
藤丸敏先生

（一社）日本造園建設業協会
和田新也会長
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㈱瀬戸内園芸センター
愛媛県今治市旦甲 248-1　TEL 0898-48-0010（代）　FAX 0898-48-8187
http://www.setoen.com/　E-mail : setouchi@setoen.com緑は地

球を救
う

緑は地
球を救

う
コンテナ農場コンテナ農場

オリーブオリーブ カンツバキ赤花と白花カンツバキ赤花と白花

コンテナ農場（100万本生産） 主な生産物
クロマツ　コニファー類　ヤシ類
カシ類　クスノキ　タブノキ
モチノキ　ウバメガシ　オリーブ
カクレミノ　クロガネモチ
サンゴジュ　シマトネリコ
マテバシイ　ヤブツバキ　ヤマモモ
レッドロビン　オウゴンマサキ
カンツバキ（赤花と白花）   サザンカ
シャリンバイ　ツツジ類　トベラ
ハマヒサカキ　ヒサカキ　ミカン類
サクラ類　イロハモミジ    ハナモモなど

一般社団法人 日本植木協会会長表彰等

役職功労表彰
（理事退任）
○秋 山 冨士雄 ㈲あすま緑化園 埼玉県
○森 田 善 朗 バードグリーン 岐阜県
○溝 口 勝 夫 ㈱幽芳園 大阪府
○牛 嶋 克 典 第一滴翠園 福岡県
○船 橋 修 一 ㈲船橋緑化 鹿児島県
（監事退任）
○荒 井 利 昌 荒井苗木園 茨城県
〇加 藤 一 巳 ㈲辰巳園 鳥取県
〇西 坂 哲 紀 ㈱大西屋 愛媛県
（ブロック長退任）
○清 水 宣 昭 ㈲清水種苗 埼玉県
○黒 田 晴 彦 ㈲美好緑化 愛知県
○辰 巳 広 之 ㈱辰巳植広園 兵庫県
○豊 岡 敏 則 ㈲豊岡晃樹園 熊本県
（支部長退任）
○髙 橋 英 治 ㈲大一緑化 埼玉県
○宇津木 浩 幸 ㈱宇津木農場 千葉県
○石 井 新 次 石井農園 神奈川県
○百 瀬 直 明 ㈲百瀬苗圃 長野県
○橋 本 幸 夫 橋貞園芸 愛知県
○湯 浅 浩 海 ㈲湯浅義生園 三重県
○東 能 寛 ㈲舞鶴種苗園 京都府
○山 本 茂 三 ㈱フタバ園 大阪府
○奈良県花き植木農業協同組合 奈良県花き植木農業協同組合 奈良県
○阪 中 晃 阪中緑化樹生産センター 和歌山県
○野 村 行 雄 G.C.K.農園 島根県
○梶 村 和 男 ㈲カジムラファーム 福岡県
○白 石 公 則 ㈱南阿蘇緑化 熊本県
○有 村 健二郎 ㈱有村Green 鹿児島県

従業員永年勤続表彰
○森 田 好 裕 ㈲足立農園 埼玉県
○堀 哲 治 ㈱テラヤマ 埼玉県

特別庭園樹木（名木）
○古賀 一生 ㈲フクダイ種苗園 福岡県朝倉市 イヌマキ
○今村 哲二 今村大華園 福岡県久留米市 イヌマキ
○川津 富夫 川津園芸 福岡県久留米市 シダレ梅

分 類
育種・繁殖技術
造形仕立技術
育種・繁殖技術
育成管理技術
育種・繁殖技術
植物分類知識
造形仕立技術
育種・繁殖技術
育成管理技術
育種・繁殖技術
育種・繁殖技術
育成管理技術
育成管理技術
育種・繁殖技術
育成管理技術
育成管理技術

社 園 名
笠原園芸
㈲安行盛農園
神根葡萄園
㈲須﨑樹苗
原島園
尾上園
㈲小田原植木
㈱畠山種苗園
㈱千代田農園
㈲鵜飼農園
松居農園㈱
古川庭樹園
㈲田宮園芸
㈱瀬戸内園芸センター
㈲総合緑化コガキュー
㈲キヨタキナーセリー

氏 名
笠原 信男
長島 芳雄
矢作 勇
須﨑 久夫
原島 春男
尾上 信行
髙橋 源一
畠山 富夫
八木 峰夫
鵜飼 智
松居 隆地
古川 元一
田宮 義徳
丹下 幸雄
古賀 隆博
清瀧 毅

県
埼玉
〃
〃
東京
〃
神奈川
〃
新潟
愛知
三重
滋賀
大阪
鳥取
愛媛
福岡
大分

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６

評価対象
コンテナ栽培植物に関する生
産・管理技術
クロマツ、イヌマキ等苗木の
コンテナテナ栽培技術に優れ
ている
イヌマキ、クロマツ等の造形
仕立で全国屈指のトピアリー
生産技術
生産繁殖技術に優れ、特に挿
し木の技術について、指導的
立場
コンテナ生産技術に広い知識
を有し、指導的な立場にある
実生、挿し木による繁殖、育
成管理技術に優れている
地域特性にあった樹木の流通
に精通している
地域特性にあった樹木の流通
に精通している
品質の良い低木・中木の生
産・流通に優れている
平戸の育苗・育成技術に優れ
ている
連作障害を防ぐための土壌管
理・栽培技術に優れている
山採り大径木の移植、育成・
管理に優れている
常緑樹苗木から大径木の剪定
技術に優れている

分 類

育成管理技術

育成管理技術

造形仕立技術

育成管理技術

育成管理技術

育成管理技術

生産・流通

生産・流通

生産・流通

育成管理技術

育成管理技術

育成管理技術

育成管理技術

社 園 名

江原園

若松園

竹内園芸

()農グリーンステーション和樹

㈲グリーンファームオオタ

㈲美好緑化

㈱幽芳園

㈲作樹園

阪中緑化樹生産センター

田島園芸場

㈲豊岡晃樹園

㈲酒見緑化園

㈲豊南開発

氏 名

江原 章治

髙村 八郎

竹内 好和

大崎 光和

太田 道雄

黒田 好哉

溝口 勝夫

阪上 和彦

阪中 晃

田島 尚登

豊岡 敏則

酒見 修身

名ヶ迫 操

支部

埼 玉

静 岡

〃

愛 知

〃

〃

大 坂

兵 庫

和歌山

福 岡

熊 本

大 分

鹿児島

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

社 園 名
㈲グリーンシシクラ
㈱みちのくビオトープ
㈲千代田緑地
㈲作樹園
事務局
㈲清水種苗
㈲川繁園
㈲横田園
㈱レコムグリーン

氏 名
宍倉 孝行
菅原 豊
佐久 定規
阪上 和彦
佐藤 建一
清水 宣昭
川口 健一
横田 豊
村田 利博

役職名
会 長
副会長
〃
〃

専務理事
理 事
〃
〃
〃

社 園 名
㈲鵜飼農園
㈱辰巳植広園
㈱徳島県植物市場
㈲大福
小平植木

小岩井農牧㈱
大塚緑化

氏 名
鵜飼 幸治
辰巳 広之
森本 泰好
古賀 晃
小平 純一
岡部 清
足澤 匡
髙橋 一男

役職名
理 事
〃
〃
〃
〃
監 事
〃
〃

理事・監事退任

ブロック長退任

新 役 員 体 制

卓 越 技 能 者（名人）

優 秀 技 能 者
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総
務
企
画
委
員
会

委
員
長

宍

倉

孝

行

（
㈲
グ
リ
ー
ン
シ
シ
ク
ラ
・
埼
玉
県
）

広
報
・
普
及
委
員
会

委
員
長

阪

上

和

彦

（
㈲
作
樹
園
・
兵
庫
県
）

調
査
・
研
究
委
員
会

委
員
長

佐

久

定

規

（
㈲
千
代
田
緑
地
・
茨
城
県
）

令
和
２
年
度
コ
ン
テ
ナ

部
会
通
常
総
会
は
１
月
２３

日
（
木
）
９
時
よ
り
、
砂

防
会
館
３
階
立
山
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
部
会
員
３０

名
の
出
席
を
得
て
、
司
会

の
田
中
晴
晃
幹
事
の
開
会

宣
言
に
よ
り
総
会
が
進
行

し
ま
し
た
。

先
ず
、
吉
澤
信
行
部
会
長
が

挨
拶
に
立
ち
、
令
和
新
時
代
に

入
り
、
コ
ン
テ
ナ
部
会
の
求
め

ら
れ
る
役
割
の
一
つ
と
し
て
、

植
木
業
界
の
生
産
者
・
需
要
者

に
役
立
つ
情
報
を
ス
ム
ー
ズ
に

提
供
す
る
こ
と
に
注
力
し
た
い

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
来
賓
と
し
て
、
宍
倉
孝

行
植
木
協
会
会
長
が
挨
拶
さ

れ
、
厳
し
い
緑
化
業
界
に
あ
っ

て
も
一
部
の
パ
テ
ン
ト
品
種
は

公
共
工
事
の
使
用
頻
度
が
高
ま

る
な
ど
変
化
が
見
ら
れ
る
。
コ

ン
テ
ナ
部
会
員
は
こ
う
し
た
流

れ
を
生
産
・
販
売
に
活
か
し
て

商
売
繁
盛
に
繋
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
村
田
利
博
担
当
理
事

よ
り
、
か
つ
て
部
会
役
員
を
務

め
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
触
れ
る
と

共
に
街
路
樹
老
朽
化
更
新
な
ど

の
案
件
に
対
し
、
新
し
い
新
樹

種
を
提
案
す
れ
ば
い
つ
か
必
ず

報
わ
れ
る
、
創
意
工
夫
で
頑
張

ろ
う
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

【
総
会
議
事
】

議
事
に
先
立
ち
、
司
会
か
ら

議
長
選
出
を
出
席
者
に
諮
っ
た

と
こ
ろ
、「
司
会
者
一
任
」
の

声
に
よ
り
、
新
潟
県
支
部
の
株

式
会
社
畠
山
種
苗
園
の
畠
山
富

夫
氏
が
指
名
さ
れ
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

議
長
は
議
事
録
署
名
人
の
選

出
を
出
席
者
に
諮
っ
た
と
こ

ろ
、「
議
長
一
任
」
の
声
に
よ

り
、
有
限
会
社
森
川
園
芸
の
森

川
雅
広
氏
と
有
限
会
社
丸
八
種

苗
園
の
上
条
祐
一
郎
氏
を
指
名

し
、
出
席
者
か
ら
承
認
を
得
ま

し
た
。

議
長
は
審
議
に
際
し
て
、
第

１
号
議
案
と
第
２
号
議
案
及
び

第
３
号
議
案
と
第
４
号
議
案
は

関
連
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
一
括
法
案
を
提
案
し
、

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

第
１
号
議
案

平
成
３１
年
度
事
業
報
告
は
事

務
局
な
ら
び
に
各
委
員
会
長
よ

り
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

吉
澤
部
会
長
は
総
務
会
の
活

動
と
し
て
、
主
に
外
部
団
体
と

の
協
業
・
情
報
交
換
に
努
め
た

こ
と
を
報
告
。
広
報
・
普
及
委

員
会
を
主
幹
す
る
飯
田
貴
大
副

部
会
長
は
ミ
ウ
ラ
折
り

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
第
２
弾

と
な
る
「
桜
ぱ
っ
と
見

ガ
イ
ド
」
の
制
作
完

成
・
発
売
開
始
し
た
こ

と
を
成
果
と
し
て
挙
げ

ま
し
た
。
調
査
・
研
究

委
員
会
担
当
の
松
村
幹

了
副
部
会
長
か
ら
は
、

供
給
可
能
量
調
査
の
回

答
が
１
１
７
社
園
中
７５

社
園
と
、
部
会
加
入
者

の
６４
％
か
ら
協
力
を
得

ら
れ
た
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。
生
産
技
術
・
研
修
委

員
会
担
当
の
恒
石
昌
夫
副
部
会

長
は
、
７
月
に
国
内
研
修
会
と

し
て
熊
本
県
の
生
産
圃
場
及
び

森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ

ン
タ
ー
九
州
育
種
場
を
視
察

し
、
山
林
苗
な
ど
の
生
産
技
術

に
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
と
述
べ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案

平
成
３１
年
度
決
算
報
告
及
び

監
査
報
告
は
事
務
局
が
決
算
報

告
を
行
っ
た
後
に
、
黒
田
剛
監

事
よ
り
監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

議
長
は
第
１
号
議
案
と
第
２

号
議
案
に
つ
い
て
出
席
者
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
意
見
等
は
な

く
、
賛
成
の
拍
手
で
第
１
号
議

案
と
第
２
号
議
案
は
一
括
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案

令
和
２
年
度
事
業
計
画

（
案
）
は
、
各
委
員
長
よ
り
説

明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案

令
和
２
年
度
収
支
予
算

（
案
）
は
、
事
務
局
よ
り
説
明

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
は
第

３
号
議
案
議
案
と
第
４
号
議
案

に
つ
い
て
出
席
者
に
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
意
見
等
は
な
く
、
賛
成

の
拍
手
で
第
３
号
議
案
と
第
４

号
議
案
は
一
括
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

第
５
号
議
案

令
和
２
年
〜
令
和
３
年
度
役

員
候
補
者
改
選
（
案
）
は
、
事

務
局
よ
り
役
員
候
補
の
１２
名
の

説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
は
第
５
号
議
案
に
つ
い

て
出
席
者
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

意
見
等
は
な
く
、
賛
成
の
拍
手

で
第
５
号
議
案
は
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
新
役
員
は
三

役
を
互
選
し
、
会
場
出
席
者
は

新
体
制
を
拍
手
で
承
認
し
ま
し

た
。

部
会
長

吉
澤
信
行
氏

副
部
会
長

松
村
幹
了
氏
、

恒
石
昌
夫
氏
、
田
中
晴
晃
氏

幹
事

川
村
和
泉
氏
、

中
村
健
次
氏
、
飯
田
貴
広
氏
、

葛
西
信
彦
氏
、
岩
田
悠
揮
氏
、

清
瀧
陽
平
氏

監
事

黒
田
剛
氏
、

森
田
喜
朗
氏

最
後
に
松
村
幹
了
副
部
会
長

が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
１０
時
に

終
了
し
ま
し
た
。

【
協
力
会
紹
介
】

総
会
終
了
に
続
き
、
協
力
会

４
社
（
有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
サ

ポ
ー
ト
、
株
式
会
社
阪
中
緑
化

資
材
、
大
信
産
業
株
式
会
社
、

株
式
会
社
東
海
化
成
）
の
自
己

紹
介
と
商
品
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。

【
記
念
講
演
】

１０
時
３０
分
よ
り
公
益
財
団
法

人
日
本
花
の
会

主
幹
研
究
員

和
田
博
幸
氏
に
よ
る
「
桜
の
現

状
と
こ
れ
か
ら
」
に
つ
い
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
併
用
し
た
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、吉
澤
部
会
長
か
ら「
桜

ぱ
っ
と
見
ガ
イ
ド
」
制
作
に
あ

た
り
、（
公
財
）
日
本
花
の
会

か
ら
写
真
・
資
料
な
ど
の
多
大

な
情
報
提
供
を
受
け
た
こ
と
へ

の
感
謝
を
述
べ
、
講
演
が
始
ま

り
ま
し
た
。

和
田
氏
は
先
ず
、（
公
財
）

日
本
花
の
会
が
全
国
の
住
民
団

体
に
桜
の
苗
木
を
提
供
し
て

「
桜
の
名
所
づ
く
り
」
を
支
援

し
て
い
る
こ
と
、
花
や
緑
の
美

し
い
景
観
を
育
む
「
全
国
花
の

ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

共
催
実
施
し
て
い
る
こ
と
、
桜

の
樹
勢
回
復
・
保
全
活
動
を
進

め
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し

た
。桜

は
日
当
た
り
が
良
く
、
水

は
け
が
良
く
適
度
な
湿
気
の
あ

る
土
壌
を
好
み
、
成
長
が
早
い

の
が
特
徴
で
寿
命
３０
〜
４０
年
が

樹
勢
の
ピ
ー
ク
と
言
わ
れ
ま

す
。
和
田
氏
は
樹
勢
が
衰
え
て

き
た
時
に
ど
の
よ
う
に
管
理
す

る
か
が
重
要
で
あ
る
と
説
き
ま

し
た
。
ま
た
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

は
て
ん
ぐ
巣
病
に
罹
り
や
す
い

の
で
植
栽
間
隔
を
空
け
る
こ
と

や
密
生
時
に
は
剪
定
を
し
っ
か

り
行
う
こ
と
が
予
防
に
な
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

和
田
氏
は
桜
を
取
り
巻
く
環

境
課
題
と
し
て
、
①
樹
齢
を
重

ね
る
ご
と
に
成
長
が
遅
く
な
る

た
め
、
保
全
活
動
が
重
要
、
②

温
暖
化
・
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

化
で
特
に
夏
場
の
乾
燥
が
酷
い

た
め
、
土
づ
く
り
な
ど
樹
勢
維

持
の
施
策
が
必
要
、
③
暖
冬
に

よ
っ
て
休
眠
打
破
が
満
た
さ
れ

ず
開
花
が
遅
く
な
る
こ
と
か
ら

低
温
要
求
度
の
低
い
品
種
ニ
ー

ズ
が
高
ま
る
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
暖
冬
に
対
応
し
、
早
咲
き

で
団
地
に
向
く
品
種
と
し
て
、

カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
、
カ
ワ
ヅ
ザ
ク

ラ
、
オ
オ
カ
ン
ザ
ク
ラ
、
タ
イ

リ
ョ
ウ
ザ
ク
ラ
、
ヨ
ウ
コ
ウ
な

ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

桜
の
保
全
は
専
門
家
や
関
係

者
だ
け
の
努
力
だ
け
で
は
だ
め

で
、
地
域
全
体
で
管
理
す
る
意

識
を
醸
成
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
し
て
、
講
演
は
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
吉
澤
部
会
長
の
謝
辞

で
講
演
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

【
総
務
会
報
告
】

１２
時
３０
分
よ
り
総
会
会
場
で

コ
ン
テ
ナ
部
会
役
員
、
担
当
理

事
、
協
力
会
３
社
の
総
勢
１８
名

が
参
加
し
て
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

松
村
副
部
会
長
が
司
会
を
務

め
、
参
加
者
全
員
が
自
己
紹
介

と
事
業
の
現
況
、
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
報
告
・
抱
負
を
話

し
ま
し
た
。

協
力
会
各
社
の
注
力
分
野
と

し
て
、
㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

は
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
分
解
性

ポ
ッ
ト
の
出
荷
が
３
０
０
万

ポ
ッ
ト
に
達
し
た
他
、
生
分
解

性
ポ
ッ
ト
は
コ
ン
ブ
・
ワ
カ

メ
・
ア
マ
モ
な
ど
海
洋
用
途
に

伸
び
て
い
る
、
大
信
産
業
㈱
は

ダ
イ
リ
ー
グ
、
オ
ル
ト
ラ
ン
カ

プ
セ
ル
な
ど
の
農
薬
主
体
で
あ

る
が
、
夏
場
の
灌
水
設
備
に
引

き
合
い
が
多
い
、
㈱
東
海
化
成

は
林
業
用
播
種
機
な
ど
に
取
り

扱
い
商
品
を
広
げ
て
い
る
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
ま
し
た
。

協
力
会
と
の
今
年
度
資
材
特

別
セ
ー
ル
は
部
会
員
の
資
材
準

備
に
合
わ
せ
、
開
始
時
期
を
３

月
か
ら
１
月
に
前
倒
し
し
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
引
き
合
い
状
況

を
確
認
し
ま
し
た
。

以
上
を
も
っ
て
、
総
会
及
び

総
務
会
全
て
の
議
事
を
１３
時
４０

分
に
終
了
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
通
常
総
会
に
お

い
て
会
長
を
拝
命
し
、
引
き
続

き
、
総
務
・
企
画
委
員
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆

様
に
は
、
平
素
よ
り
協
会
活
動

事
業
に
対
し
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
協
会
の
現
状
を
み
ま

す
と
、
植
木
需
要
の
停
滞
は
も

と
よ
り
、
会
員
の
減
少
が
続
い

て
お
り
財
政
的
に
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
総
務
・
企

画
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
払
拭
し
、
協
会
の
屋
台
骨

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
大
き

な
使
命
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
検
討

委
員
会
等
を
通
じ
こ
れ
ら
問
題

点
に
つ
い
て
色
々
と
検
討
し
て

き
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
解
決

策
が
打
ち
出
せ
な
か
っ
た
の
が

現
実
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

反
省
点
と
し
て
、
会
員
の
メ

リ
ッ
ト
と
な
る
よ
う
な
施
策
や

事
業
を
創
造
す
る
た
め
積
極
的

に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

期
間
延
長
し
た
公
益
目
的
事

業
計
画
も
令
和
２
年
度
を
も
っ

て
終
了
い
た
し
ま
す
。
終
了
後

に
お
け
る
公
益
目
的
事
業
へ
の

関
わ
り
や
委
員
会
活
動
の
見
直

し
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
石
巻
復
興
祈

念
公
園
は
完
成
を
目
指
し
事
業

が
本
格
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
と
連

携
し
て
樹
木
供
給
体
制
の
確
立

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
も
協
会
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
財
源
確

保
の
た
め
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
み

な
ら
ず
新
た
な
収
益
事
業
等
へ

の
取
組
み
を
図
り
収
益
の
確
保

を
し
て
行
く
こ
と
も
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
非
常
に
難
し
い

問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
解
決
す

べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
・

ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
広
報
・
普
及
委
員

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
阪
上
と
申
し
ま
す
。
日
頃
よ

り
当
委
員
会
の
事
業
に
対
し
ま

し
て
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
・
普
及
委
員
会
は
緑
化
通

信
の
発
行
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

管
理
・
日
本
列
島
植
物
園
の
運

営
、
そ
の
他
広
報
事
業
等
を
中

心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

緑
化
通
信
は
、
会
員
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
多
く
の
皆
様
方

に
読
ん
で
頂
く
よ
う
、
昨
期
に

引
き
続
き
明
る
く
読
み
や
す
い

レ
イ
ア
ウ
ト
を
心
が
け
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
商

品
の
紹
介
や
有
効
な
情
報
を
お

届
け
し
、
会
員
の
皆
様
の
利
益

に
つ
な
が
る
よ
う
、
よ
り
一
層

の
内
容
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
よ
り
迅
速

な
各
情
報
の
発
信
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

日
本
列
島
植
木
植
物
園
は
現

在
７０
社
園
の
皆
様
に
登
録
頂
い

て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
て
社
園
紹
介
し
て
ま
い

り
ま
す
。

公
益
目
的
支
出
計
画
事
業
は

今
年
度
末
を
も
っ
て
一
応
一
区

切
り
と
な
り
ま
す
。
緑
育
出
前

授
業
は
昨
年
２１
回
開
催
し
、

２
３
２
１
名
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
年
度
も
全
国

各
地
に
お
い
て
‘み
ど
り
’

植
木
の
大
切
さ
を
お
伝
え
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。記

念
植
樹
贈
呈
事
業
と
し

て
、
昨
年
は
４
件
の
団
体
に
記

念
樹
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
も
引
き
続
き
緑
の
す
ば
ら

し
さ
を
記
念
樹
と
し
て
お
届
け

し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く

り
」
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
環

境
省
主
催
に
よ
り
、
公
益
社
団

法
人
に
お
い
・
か
お
り
環
境
協

会
、
公
益
財
団
法
人
日
本
ア
ロ

マ
環
境
協
会
、
及
び
一
般
社
団

法
人
日
本
植
木
協
会
が
共
催
し

て
い
ま
す
。
か
お
り
の
樹
木
・

草
花
を
使
っ
た
優
れ
た
ま
ち
づ

く
り
の
企
画
に
報
奨
す
る
事
業

で
各
地
域
団
体
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

今
後
も
情
報
受
発
信
を
し
っ

か
り
と
行
い
、
委
員
の
方
々
と

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
日
本
植
木
協
会
の
P
R
、

発
展
の
た
め
会
員
の
皆
様
の
さ

ら
な
る
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
調
査
・
研
究
委
員

会
を
担
当
い
た
し
ま
す
佐
久
定

規
で
す
。

コ
ン
テ
ナ
部
会

令
和
２
年
度
通
常
総
会

宍倉孝行会長

講演会 講師 和田博幸氏

令
和
２
年
度

各
専
門
委
員
会
等
の
委
員
長

抱
負
を
語
る

各
専
門
委
員
会
等
の
委
員
長

抱
負
を
語
る

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
↖
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研
修
・
資
格
委
員
会

委
員
長

菅

原

豊

（
㈱
み
ち
の
く
ビ
オ
ト
ー
プ
・
岩
手
県
）

日
本
列
島
植
木
植
物
園
運
営
委
員
会

委
員
長古

川

和

生

（
古
川
庭
樹
園
・
大
阪
府
）

緑
育
出
前
授
業
運
営
委
員
会

委
員
長生

駒

順

（
生
駒
植
木
㈱
・
神
奈
川
県
）

供
給
可
能
量
調
査
委
員
会

委
員
長鵜

飼

幸

治

（
㈲
鵜
飼
農
園
・
三
重
県
）

は
な
は
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。会

員
の
皆
様
方
に
は
日
頃
よ

り
協
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

現
代
社
会
に
お
い
て
、
地
球

温
暖
化
の
問
題
は
今
後
の
大
き

な
課
題
で
、
昨
年
は
日
本
に
大

型
台
風
が
立
て
続
け
て
３
件
も

上
陸
し
、
尚
且
つ
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
、
日
本
が
ま
る
で

亜
熱
帯
地
域
に
で
も
な
っ
た
か

の
よ
う
な
異
常
気
象
が
見
ら

れ
、
今
後
地
域
や
都
市
環
境
の

改
善
に
と
っ
て
、
緑
・
植
物
あ

り
方
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
当
協
会
は
現
在
、
会

員
数
の
減
少
や
そ
れ
に
伴
う
会

費
収
入
の
伸
び
悩
み
、
後
継
者

不
足
、
緑
化
関
連
事
業
の
縮

小
・
関
連
予
算
の
緊
縮
化

等
々
、
大
変
厳
し
い
環
境
に
直

面
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
の

植
木
や
緑
化
に
関
連
す
る
産
業

は
最
も
必
要
な
分
野
で
す
。

今
後
、
行
政
の
力
と
民
間
の

活
力
を
共
に
生
か
し
活
性
化
し

て
い
く
方
法
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
関
連
各
団
体
や
関
係
機
関

と
情
報
を
密
に
し
、
住
環
境
改

善
に
貢
献
す
る
こ
と
は
協
会
の

大
き
な
使
命
で
あ
り
、
大
切
な

役
割
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

調
査
研
究
委
員
会
と
し
て

は
、
具
体
的
な
需
要
に
対
応
す

る
た
め
、
正
確
な
都
道
府
県
別

供
給
可
能
量
調
査
を
実
施
し
、

よ
り
的
確
な
生
産
体
制
と
供
給

体
制
を
構
築
し
て
い
く
事
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
社

園
別
生
産
数
量
調
査
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

設
計
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関

係
業
界
の
皆
様
と
情
報
共
有
化

を
図
り
、「
建
設
物
価
」
・
「
積

算
資
料
」
へ
情
報
提
供
と
要
望

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
会
員
限

定
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
社
園

別
生
産
数
量
が
ア
ク
セ
ス
出
来

る
様
に
な
り
、
会
員
同
士
の
売

買
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
せ

て
い
ま
す
。

地
域
性
植
物
適
用
関
係
に
つ

い
て
、
母
樹
の
採
取
場
所
・
生

産
地
等
の
記
録
を
明
確
に
し
た

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
に
よ
る
生

産
ル
ー
ル
を
決
め
、
地
域
性
苗

木
の
普
及
と
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま

す
。
又
、
本
協
会
は
地
域
性
苗

木
の
生
産
団
体
で
あ
り
受
注
生

産
が
出
来
る
こ
と
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
、
地
域
性
苗
木

の
生
産
体
制
の
強
化
と
販
路
拡

大
施
策
活
動
を
行
い
ま
す
。

近
年
、
石
巻
復
興
公
園
な
ど

で
は
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
方
々

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
協
会
の
知

名
度
が
上
が
っ
た
の
は
顕
著
に

見
え
ま
す
。

今
後
、
当
協
会
は
植
木
・
造

園
業
界
の
中
長
期
的
な
展
望
を

見
据
え
、
日
本
植
木
協
会
の
あ

る
べ
き
姿
を
描
く
と
共
に
、
協

会
員
各
社
園
の
増
収
・
増
益
の

施
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
研
修
・
資
格
委
員

会
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
菅
原

豊
で
す
。
会
員
の

皆
様
方
に
は
日
頃
よ
り
協
会
事

業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
研
修
・
資
格
委
員
会

で
は
「
公
益
目
的
支
出
計
画
実

施
事
業
」
と
「
研
修
事
業
」
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
事

業
で
は
「
環
境
緑
化
樹
木
識
別

検
定
、
講
習
会
」
と
「
植
生
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
育
成
講
座
」、「
植

生
管
理
士
認
定
試
験
」
の
事
業

が
あ
り
、
協
会
員
の
み
な
ら
ず

一
般
の
方
の
参
加
も
募
っ
て
い

ま
す
。
特
に
樹
木
識
別
の
ポ
イ

ン
ト
講
習
会
は
毎
回
盛
況
で
多

く
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
対
外
的
な
事
業
と

し
て
で
は
な
く
、
会
員
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
事
業

で
す
の
で
、
特
に
後
継
者
の
方

に
は
奮
っ
て
参
加
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。「
樹
木
を
知
っ

て
こ
そ
植
木
屋
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
樹
木
を
知
る
こ
と
が
こ

の
業
界
の
基
本
だ
と
思
い
ま

す
。
令
和
２
年
度
も
実
施
す
る

予
定
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、「
公
益
目
的
支
出
計

画
実
施
事
業
」
は
当
初
計
画
で

は
令
和
２
年
度
を
も
っ
て
終
了

い
た
し
ま
す
。
公
益
目
的
事
業

が
終
了
し
た
後
、
こ
れ
ら
事
業

の
扱
い
に
つ
い
て
、
財
源
も
含

め
て
ど
の
よ
う
な
方
向
に
持
っ

て
い
く
の
か
、
皆
様
方
と
議

論
・
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

研
修
事
業
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
へ
の
研
修
費
助
成
が
財
政
難

に
よ
り
少
な
く
な
り
大
変
恐
縮

で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も

意
義
の
あ
る
研
修
会
に
し
て
頂

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
中
央
研
修
会
は
し
ば

ら
く
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
皆
様
方
の
ご
意
見
を
頂
き

な
が
ら
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
研
修
・
資
格
委
員

会
で
は
樹
木
の
知
識
を
習
得
す

る
た
め
の
有
意
義
な
研
修
会
を

実
施
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。皆

様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

令
和
２
年
度
よ
り
日
本
列
島

植
木
植
物
園
の
委
員
長
を
務
め

さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
素
よ
り
日
本
列
島
植
物

園
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
頂

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
平
成
の
時
代
が
３０
年

余
り
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
新

た
な
令
和
の
時
代
が
幕
明
け
と

な
る
特
別
な
年
と
な
り
ま
し

た
。そ

し
て
今
年
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
す
。
私
た
ち

の
業
界
で
も
沢
山
の
方
々
が
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

半
年
後
に
開
催
さ
れ
、
更
に
５

年
後
に
は
大
阪
関
西
万
博
が
控

え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
１
９

６
０
年
か
ら
１
９
７
０
年
代
の

日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
支

え
、
イ
ン
フ
ラ
の
飛
躍
的
な
進

歩
を
導
い
た
１
９
６
４
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
１
９
７
０
年

大
阪
万
博
の
再
来
で
あ
り
、
今

後
の
緑
化
樹
木
の
需
要
拡
大
、

み
ど
り
の
P
R
に
繋
が
る
事
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
列
島
植
物
園
は
全
国
に

広
が
る
植
木
協
会
員
の
保
有
す

る
生
産
圃
場
を
活
用
し
た
オ
ー

プ
ン
ナ
ー
セ
リ
ー
で
あ
り
、
平

成
１５
年
に
活
動
を
始
め
、
現
在

７０
社
園
登
録
頂
き
活
動
し
て
い

ま
す
。

将
来
的
に
は
全
国
に
登
録
社

園
１
０
０
社
以
上
を
目
標
と

し
、
緑
や
自
然
に
対
す
る
社
会

貢
献
、
種
の
保
存
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
プ
ラ
ン
ツ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

拡
充
、
生
産
の
独
創
性
等
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
列
島
は
、
南
北
に
長

く
、
太
平
洋
と
日
本
海
に
囲
ま

れ
海
岸
か
ら
内
陸
部
に
至
る
立

地
差
、
多
様
な
気
候
の
下
で
広

が
る
植
物
相
も
様
々
で
全
国
各

地
の
圃
場
に
は
魅
力
や
個
性
あ

ふ
れ
る
樹
木
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
圃
場
を
一
般

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
植
物
の

魅
力
、
癒
し
を
知
っ
て
頂
き
、

植
物
が
担
う
重
要
な
役
割
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
阻
止
、

地
球
環
境
問
題
の
改
善
等
を
多

く
の
方
々
に
伝
え
る
事
も
我
々

の
責
務
で
す
。

昨
年
は
石
川
委
員
長
の
も

と
、
岡
山
県
、
香
川
県
方
面
の

視
察
、
研
修
で
㈱
清
光
園
芸
、

栗
林
公
園
、
㈲
半
田
植
物
園
、

㈱
山
地
緑
化
セ
ン
タ
ー
、
神
高

松
寿
園
（
非
会
員
）、「
第
１３
回

み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
」
企

画
コ
ン
テ
ス
ト
を
受
賞
さ
れ

た
、
番
の
州
公
園
（
敬
称
略
）

を
訪
問
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
後
も
視
察
研
修
を
通
じ
、
会

員
、
業
界
の
皆
様
と
交
流
を
深

め
、
情
報
発
信
し
て
参
り
ま

す
。最

後
に
会
員
の
皆
様
方
の
ご

協
力
と
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
是

非
日
本
列
島
植
物
園
に
ご
参
加

下
さ
い
ま
す
様
、
お
願
い
致
し

ま
す
。

引
き
続
き
緑
育
出
前
授
業
実

行
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
頂

戴
し
、
事
業
運
営
を
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
委
員
会
に
は
発
足
当
初

か
ら
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。「
緑
育
」
と
い
う

言
葉
や
そ
の
重
要
性
が
協
会
内

に
も
業
界
内
に
も
認
知
さ
れ
て

き
た
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て

お
り
、
こ
れ
も
会
員
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
成
果
で
あ
る

と
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

本
委
員
会
は
発
足
し
て
１２
年

目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
１
万

２
５
１
４
人
の
方
に
こ
の
授
業

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
約
延

１
１
３
７
人
の
会
員
に
「
先

生
」
と
し
て
授
業
を
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
全
国

の
小
学
校
等
で
行
わ
れ
て
い
る

出
前
授
業
は
、
定
着
と
継
続
が

見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
緑
化
意
識

の
底
上
げ
に
つ
な
が
る
各
学
校

単
位
で
の
緑
育
活
動
の
充
実
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

一
方
で
、
委
員
会
本
部
で
の

緑
育
活
動
と
し
て
「
お
も
て
な

し
フ
ェ
ス
タ
」、「
日
比
谷
公
園

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
」
へ
出

展
し
一
般
来
場
者
へ
の
み
ど
り

の
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
業

界
や
協
会
の
P
R
を
い
た
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
各
省
庁
や

各
団
体
へ
の
「
緑
育
」
を
通
じ

た
P
R
活
動
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

緑
育
は
緑
の
啓
発
活
動
で
あ

り
、
そ
の
結
果
、
広
く
緑
の
重

要
性
が
理
解
さ
れ
、
植
木
の
需

要
が
増
え
緑
化
産
業
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
い
う
長
期
的
な

成
長
戦
略
で
す
。
短
期
間
で
結

果
が
出
る
よ
う
な
事
業
で
は
な

く
、
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

結
果
が
得
ら
れ
る
事
業
で
す
。

緑
の
重
要
性
、
植
木
の
必
要
性

を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
理
解

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

で
こ
の
活
動
を
継
続
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
そ
の
緑
育
活
動

は
、私
た
ち
に
と
っ
て
も
、我
々

の
携
わ
っ
て
い
る
こ
の
植
木
産

業
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
従
事

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
も
つ

な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

緑
育
は
、
緑
の
大
切
さ
・
素

晴
ら
し
さ
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
豊
か
な
人
間
性
や
環

境
を
創
り
出
し
て
い
こ
う
と
い

う
公
益
性
の
あ
る
事
業
を
団
体

と
し
て
行
う
こ
と
に
意
義
が
あ

り
ま
す
。
緑
化
産
業
に
携
わ
る

者
の
団
体
で
あ
る
（
一
社
）
日

本
植
木
協
会
の
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
社
会
的
な
責
任
と

し
て
、
今
後
も
緑
育
活
動
を
会

員
皆
様
と
と
も
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

本
年
度
も
そ
の
目
的
を
果
た

す
事
業
を
展
開
す
る
た
め
に
、

委
員
の
皆
様
と
協
議
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員

皆
様
の
積
極
的
な
ご
協
力
、
ご

参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

供
給
可
能
量
調
査
委
員
会
委

員
長
を
拝
命
し
て
２
年
が
過

ぎ
、
今
期
も
引
き
続
き
委
員
長

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

改
め
て
こ
の
委
員
会
の
内
容

を
ご
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す

と
、
全
国
の
植
木
の
生
産
状
況

を
取
り
ま
と
め
、
現
在
供
給
出

来
る
商
品
と
し
て
の
植
木
の
数

量
を
（
一
財
）
日
本
緑
化
セ
ン

タ
ー
に
報
告
し
、
そ
の
デ
ー
タ

を
建
設
物
価
、
積
算
資
料
等
、

多
方
面
に
活
用
し
て
頂
く
と
い

う
業
務
、
そ
れ
と
協
会
員
各
社

園
の
生
産
及
び
ブ
レ
ー
ン
の
農

家
の
品
物
の
情
報
を
取
り
ま
と

め
植
木
協
会
会
員
の
材
料
調
達

に
活
用
し
て
い
た
だ
く
為
の
社

園
別
生
産
数
量
調
査
が
あ
り
ま

す
。昨

期
の
メ
ン
バ
ー
は
佐
久
定

規
担
当
理
事
を
始
め
、
藤
田
眞

人
様
、
瀧
沢
政
巳
様
、
橋
本
幸

夫
様
、
山
田
賢
治
様
、
若
生
武

様
、高
橋
誠
様
、牛
嶋
章
博
様
、

新
倉
恭
治
様
に
年
３
回
の
会
議

に
ご
参
加
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
委
員
長
の
充
て
職
で
建

設
物
価
、
積
算
資
料
と
通
常
発

行
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
未

掲
載
樹
種
の
判
定
会
議
が
あ
り

ま
す
。

二
年
間
、
こ
の
委
員
会
を
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
色
々
と

課
題
や
問
題
点
が
改
め
て
見
え

て
来
ま
し
た
。

一
つ
に
は
路
地
物
の
樹
木
の

生
産
が
中
高
木
だ
け
で
な
く
、

低
木
も
減
少
し
て
い
る
点
で

す
。
低
木
は
コ
ン
テ
ナ
栽
培
に

生
産
方
法
が
切
り
替
わ
り
、
供

給
体
制
が
継
続
出
来
て
い
る
商

品
も
あ
り
ま
す
が
、
建
設
物

価
、
積
算
資
料
の
デ
ー
タ
を
見

て
も
調
達
難
易
度
の
高
い
樹
種

が
多
く
、
ア
セ
ビ
、
寒
椿
、
ツ

ツ
ジ
類
等
々
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を

求
め
ら
れ
る
路
地
生
産
物
や
、

サ
ザ
ン
カ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、

カ
イ
ズ
カ
イ
ブ
キ
等
の
垣
根
材

も
年
度
末
に
な
る
と
不
足
し
が

ち
な
樹
種
と
言
え
ま
す
。
高
木

で
も
同
じ
様
に
定
番
の
シ
ラ
カ

シ
を
始
め
、
ク
ス
ノ
キ
、
タ
ブ

ノ
キ
、
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
、
マ
テ

バ
シ
イ
、
タ
イ
サ
ン
ボ
ク
等
、

数
本
の
注
文
に
対
し
て
も
調
達

に
苦
慮
す
る
状
況
で
す
。
こ
れ

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
バ
ブ
ル
期
に
比
べ
、
生
産

者
の
減
少
、
産
地
に
よ
っ
て
は

半
分
ど
こ
ろ
か
３
分
の
１
〜
４

分
の
１
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
産

地
も
あ
る
様
で
す
。

こ
の
原
因
に
は
い
く
つ
か
あ

る
と
思
う
の
で
す
が
、
植
木
の

生
産
に
魅
力
が
無
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
言
う
事
に
尽
き

ま
す
。
公
共
工
事
の
大
幅
な
減

少
、
３
K
と
い
う
業
務
体
系
の

中
、
物
価
の
上
昇
に
比
べ
販
売

価
格
が
過
去
の
ま
ま
で
あ
り
、

農
家
と
し
て
の
生
業
が
年
々
厳

し
く
な
っ
て
お
り
、
後
継
者
の

育
成
が
進
ま
ず
、
離
農
や
植
木

以
外
の
作
物
に
切
り
替
え
る
農

家
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

ま
た
、
植
木
の
流
通
は
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
生
産
者
か
ら
施
主

の
間
に
多
く
の
業
者
が
携
わ
り

ま
す
。
状
況
に
も
よ
り
ま
す

が
、
現
場
に
よ
っ
て
は
材
料
検

査
が
必
要
に
な
り
、
写
真
に
よ

る
検
査
の
場
合
は
そ
れ
ほ
ど
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
地
農
場

で
の
材
料
確
認
の
場
合
、
写
真

材
検
、
下
見
材
検
、
本
材
検
と

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
、
こ

の
材
料
検
査
の
費
用
が
か
さ

み
、
卸
業
者
の
経
費
倒
れ
に
な

る
事
も
事
実
と
し
て
あ
り
ま

す
。
当
初
よ
り
こ
う
い
っ
た
費

用
を
見
た
上
で
の
見
積
り
で
あ

れ
ば
問
題
の
無
い
事
で
し
ょ
う

が
、
競
争
入
札
の
厳
し
い
予
算

の
中
で
無
理
を
し
て
請
け
負
っ

た
仕
事
の
費
用
負
担
は
下
請
け

に
流
れ
て
行
き
、
生
産
者
に
及

び
ま
す
。
景
気
が
悪
い
と
言
え

ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
そ
の
繰

り
返
し
の
中
で
植
木
の
生
産
が

少
な
く
な
り
、
協
会
会
員
の
減

少
も
歯
止
め
が
掛
か
り
ま
せ

ん
。
か
と
言
っ
て
残
っ
た
業
者

が
潤
う
状
況
で
も
無
い
様
に
感

じ
ま
す
。
こ
れ
で
は
後
継
者
が

育
た
な
い
の
も
仕
方
な
い
事
な

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
あ
ま
り

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
↖
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地
域
性
植
物
適
用
委
員
会

委
員
長

國

忠

征

美

（
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
リ
ー
ン
ク
ニ
タ
ダ
・
岡
山
県
）

環
境
緑
化
樹
木
識
別
検
定
実
施
委
員
会

学
術
委
員
会

委
員
長

川
原
田

邦

彦

（
確
実
園
園
芸
場
・
茨
城
県
）

植
生
調
査
委
員
会

委
員
長

葛

西

伸

彦

（
㈱
グ
リ
ー
ン
ナ
ー
セ
リ
ー
前
田
・
愛
知
県
）

カ
レ
ン
ダ
ー
委
員
会

編
集
委
員
長

森

川

雅

広

（
㈲
森
川
園
芸
・
千
葉
県
）

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
話
を
し
て
も
仕

方
が
あ
り
ま
せ
ん
が
・
・
・
。

こ
の
委
員
会
は
協
会
の
中
で

も
両
調
査
会
と
の
接
点
が
あ

り
、
植
木
材
料
の
価
格
調
整
と

言
う
点
に
お
い
て
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
中
間
業
者
の
負
担

す
る
経
費
に
つ
い
て
も
物
価
本

の
価
格
見
直
し
の
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

今
期
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
こ

の
委
員
会
を
軸
に
い
か
に
植
木

の
供
給
を
増
や
す
事
が
出
来
る

か
、
ど
う
す
れ
ば
こ
の
業
界
に

携
わ
る
方
々
に
と
っ
て
後
世
に

繋
げ
る
緑
化
業
界
と
す
る
事
が

出
来
る
か
を
話
し
合
っ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
性
植
物
適
用
委
員
会
の

國
忠
征
美
で
す
。

地
域
性
植
物
は
、
平
成
１０

年
、
徳
島
県
剣
山
国
定
公
園
内

に
於
い
て
、『
道
路
法
面
の
保

護
は
現
地
及
び
そ
の
周
辺
の
植

物
で
の
保
護
を
行
う
』
と
の
徳

島
県
池
田
土
木
事
務
所
よ
り
指

導
が
あ
り
、
そ
こ
を
管
理
す
る

徳
島
森
林
管
理
署
の
許
可
を
得

て
、
植
生
調
査
及
び
採
種
、
生

産
を
行
い
施
工
さ
れ
た
。

こ
れ
が
地
域
性
植
物
の
生
産

の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
近
畿
地
方
で
は
、
景
観
保

護
、ダ
ム
周
辺
、ス
キ
ー
場
跡
、

一
般
企
業
敷
地
内
、
広
葉
樹
転

換
の
造
林
等
に
地
域
性
植
物
が

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

地
域
性
植
物
の
生
産
及
び
納
入

に
つ
い
て
は
、
受
託
生
産
が
主

で
あ
り
、
対
象
地
域
の
植
生
調

査
を
行
い
、
生
産
す
る
植
物
の

選
定
を
行
う
。
ま
た
規
格
に
つ

い
て
は
、
種
類
や
個
体
に
よ
っ

て
生
長
速
度
が
異
な
る
為
、
幅

を
大
き
く
と
る
よ
う
に
提
案
書

の
作
成
、
設
計
、
施
工
が
行
わ

れ
て
い
る
。

地
域
性
植
物
は
、
施
工
箇
所

に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
植

生
調
査
を
行
っ
た
上
で
の
提
案

が
必
要
と
な
る
な
ど
、
植
生
調

査
委
員
会
に
お
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

現
在
、
石
巻
復
興
祈
念
公
園

に
つ
い
て
地
域
性
植
物
を
も
っ

て
の
施
工
が
示
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
委
員
会
で
の
検
討
を
基

に
、
現
地
で
の
採
種
か
ら
生
産

を
行
い
供
給
体
制
を
確
保
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
生
物
多
様
性
の
保
全

や
遺
伝
子
確
保
の
た
め
各
地
に

お
い
て
地
域
性
植
物
へ
の
関
心

が
非
常
に
高
ま
っ
て
お
り
、
愛

知
県
下
や
兵
庫
県
に
お
け
る
施

工
工
事
に
お
い
て
の
使
用
が
検

討
さ
れ
る
な
ど
、
各
地
に
そ
の

動
き
が
広
ま
っ
て
き
て
い
る
。

委
員
会
で
は
、
地
域
性
植
物

に
関
し
、
行
政
庁
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
施
工
業
者
、
苗
木
生

産
者
な
ど
に
よ
る
合
同
研
修
会

を
実
施
し
、
対
外
的
活
動
が
出

来
る
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

ま
た
、
産
地
証
明
の
徹
底
や

植
生
調
査
時
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
貴
重
植
物
（
絶
滅
危
惧

種
）
に
つ
い
て
も
考
慮
し
、
そ

の
保
護
に
努
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

令
和
に
な
り
、
初
め
て
の
年

が
あ
け
ま
し
た
。
環
境
緑
化
樹

木
識
別
実
施
委
員
会
、
学
術
委

員
会
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
日

頃
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
も
う
す
ぐ
に
な

り
ま
し
た
が
、
植
栽
は
期
待
通

り
に
は
い
か
な
か
っ
た
こ
と
は

残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
聞
く

と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
終
了

後
仕
事
が
出
る
よ
う
な
こ
と
が

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
を
期

待
で
す
ね
！

識
別
に
関
し
ま
し
て
は
、
協

会
の
外
部
に
向
け
て
の
事
業
の

な
か
で
、
緑
育
と
と
も
に
、
外

部
で
の
評
価
が
著
し
く
高
い
事

業
で
す
。
今
年
の
総
会
で
ご
講

演
し
て
い
た
だ
い
た
湧
井
先
生

に
委
員
長
を
当
初
か
ら
受
け
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
先
生
の
期
待
も
非
常

に
高
い
こ
と
を
知
っ
て
い
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。
毎
回
の
は
な

し
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
資
格

試
験
は
我
々
に
と
っ
て
も
待
望

の
も
の
で
あ
り
、
緑
化
産
業
の

な
か
で
、
多
く
の
人
達
が
植
物

を
知
ら
な
い
現
状
を
考
え
て
も

必
要
不
可
欠
の
も
の
で
す
。

講
習
会
は
東
京
と
地
方
で
各

１
回
（
地
方
開
催
は
希
望
が
あ

る
時
）、
非
常
に
盛
況
で
希
望

者
が
受
講
で
き
な
い
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
。
試
験
は
と
い
う

と
こ
れ
は
な
か
な
か
厳
し
く
、

ま
だ
ま
だ
少
な
い
こ
と
が
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
は
福
岡

の
試
験
で
、
地
元
の
高
校
生
が

多
数
、
挑
戦
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
画
期
的
だ
っ
た
の
は

京
都
の
中
学
生
が
９０
点
以
上
を

容
易
に
１
級
を
と
っ
た
こ
と
で

す
。
植
物
の
見
方
が
き
ち
ん
と

し
て
お
り
、
今
後
の
楽
し
み
な

学
生
で
し
た
。

今
ま
で
、
資
格
を
取
っ
て
ど

う
な
る
の
？
と
言
わ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
の
会
議

で
役
所
に
働
き
か
け
て
、
現

在
、
多
く
の
役
所
で
退
化
し
て

し
ま
っ
た
緑
化
現
場
へ
資
格
取

得
者
を
派
遣
す
る
よ
う
な
仕
組

み
作
り
を
本
格
的
に
行
う
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
き
ち
ん
と

し
た
資
格
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
１
級
を
持
っ
て
い
る
人

は
期
待
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
こ
れ
も
毎
度
の
こ
と
で

す
が
、
我
々
が
青
年
部
の
こ
ろ

は
、
研
修
会
は
ほ
と
ん
ど
が
植

物
の
勉
強
会
で
す
。
そ
れ
が
今

は
…
。
若
い
う
ち
に
よ
く
勉
強

し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
我
々

委
員
の
望
み
で
す
。
緑
育
は
こ

れ
か
ら
の
子
供
た
ち
に
対
し
て

行
う
べ
き
の
も
で
す
。
緑
育
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
の
が
青

年
部
な
の
で
、
特
に
協
会
と
し

て
は
青
年
部
に
期
待
し
て
い
ま

す
。
植
物
を
知
っ
て
い
る
こ
と

が
商
売
に
繋
が
る
時
代
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
心
に

留
め
て
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ろ
い
ろ
な
世
界
で
環
境
を

前
面
に
押
し
立
て
て
商
売
を
し

て
い
ま
す
。
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ
を
１
日
６
分
間
、
１
年

続
け
た
の
と
、
庭
に
３
ｍ
の
樹

を
３
本
植
え
た
の
と
同
じ
CO２
を

削
減
で
き
ま
す
。
中
高
生
が
環

境
に
関
し
て
は
よ
く
勉
強
し
て

い
ま
す
。
我
々
は
知
ら
な
い
う

ち
に
環
境
に
関
し
て
は
多
分
一

番
貢
献
し
て
い
る
の
で
す
。
そ

う
い
う
こ
と
お
是
非
頭
に
お
い

て
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

平
素
は
植
生
調
査
委
員
会
の

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
当
委
員
会
委
員
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
き
ま
す
葛

西
伸
彦
で
す
。

植
生
調
査
委
員
会
の
主
な
事

業
と
し
て
は
、「
植
生
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
育
成
講
座
」
と
「
植
生

管
理
士
認
定
試
験
」
が
あ
り
ま

す
。ま

ず
「
植
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

育
成
講
座
」
は
、
毎
年
８
月
末

〜
９
月
初
旬
に
３
泊
４
日
で
群

馬
県
川
場
村
に
て
行
わ
れ
て
い

る
セ
ミ
ナ
ー
に
な
り
ま
す
。

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
３
段
階
の
コ
ー

ス
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
植
生

学
の
基
礎
か
ら
、
調
査
方
法
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
か
ら
の

解
析
、
そ
こ
か
ら
復
元
す
る
た

め
の
手
法
を
座
学
と
フ
ィ
ー
ル

ド
で
の
実
習
を
行
い
な
が
ら
勉

強
し
て
い
き
ま
す
。
平
成
１５
年

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
植
生
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
育
成
講
座
も
近
年
の

参
加
者
に
お
け
る
傾
向
と
し
て

は
、
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

や
、
ゼ
ネ
コ
ン
、
造
園
会
社
の

方
々
が
多
く
受
講
す
る
よ
う
に

な
り
、
日
本
植
木
協
会
に
お
け

る
公
益
目
的
の
事
業
と
し
て
も

一
定
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
植
木
や
苗
木
の
需

要
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
も
今

後
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
こ
の
講
座
は
、
そ
の
優
れ

た
内
容
か
ら
農
林
水
産
省
・
環

境
省
共
管
の
人
材
育
成
事
業
に

登
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年

は
８
月
２８
日
〜
３１
日
で
開
催
予

定
で
す
。
ま
だ
受
講
さ
れ
て
い

な
い
協
会
員
の
皆
様
に
は
、
是

非
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。次

に
「
植
生
管
理
士
認
定
試

験
」
で
す
が
、
植
生
調
査
か
ら

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
修

復
の
た
め
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ま

で
を
担
う
こ
と
の
で
き
る
プ
ロ

の
技
術
者
を
認
定
す
る
も
の

で
、
筆
記
試
験
と
実
技
試
験
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し

植
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
育
成
講
座

の
３
コ
ー
ス
修
了
者
に
は
実
技

試
験
が
免
除
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
試
験

も
農
林
水
産
省
・
環
境
省
共
管

の
人
材
認
定
事
業
に
登
録
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
各
セ
ミ
ナ
ー

の
参
加
者
、
修
了
者
、
植
生
管

理
士
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
と

し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

を
６
月
末
に
新
潟
県
に
て
開
催

す
る
予
定
で
す
。
セ
ミ
ナ
ー
を

卒
業
す
る
こ
と
、
植
生
管
理
士

の
認
定
さ
れ
る
事
が
最
終
目
的

で
は
な
く
、
今
後
仕
事
に
お
役

立
て
頂
け
る
よ
う
勉
強
で
き
る

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
管
理
士

の
方
に
調
査
依
頼
の
情
報
を
提

供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
よ
り
価
値
の
あ
る
資

格
に
す
る
た
め
に
今
後
植
生
調

査
委
員
会
と
し
て
も
レ
ベ
ル
を

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。今

後
も
植
生
調
査
委
員
会
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
編
集
委
員
長
を

務
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す

森
川
雅
広
と
申
し
ま
す
。

植
木
協
会
の
会
員
の
皆
様
に

は
、
毎
年
、
日
本
植
木
協
会
の

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
注
文
頂
き
カ

レ
ン
ダ
ー
編
集
委
員
会
（
以

下
、
委
員
会
）
一
同
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
植
木
協
会
の
カ
レ
ン
ダ

ー
は
、
令
和
２
年
の
発
行
分
で

１８
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
販
売

を
始
め
た
当
初
の
発
行
部
数
を

調
べ
る
と
平
成
１４
年
１
６
０
０

０
部
、
平
成
１５
年
１
４
０
０
０

部
、
平
成
１６
年
〜
２３
年
頃
ま
で

１
５
０
０
０
部
前
後
で
推
移
し

て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の

後
、
会
員
数
の
減
少
な
ど
に
よ

り
年
々
発
行
部
数
が
減
少
し
、

近
年
は
９
０
０
０
部
前
後
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
販
売
部
数

の
減
少
は
、
編
集
費
の
削
減
と

直
結
し
ま
す
が
、
編
集
委
員
の

皆
様
に
は
今
後
の
展
開
を
前
向

き
に
捉
え
て
頂
き
、
既
に
、
令

和
３
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
発
行
に

向
け
て
の
編
集
作
業
を
始
め
て

お
り
ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
の
制
作
で
一
番

苦
労
す
る
の
が
写
真
の
収
集
で

す
。
良
い
写
真
が
集
ま
ら
な
い

事
に
は
、
植
木
協
会
ら
し
い
良

い
（
美
し
い
）
カ
レ
ン
ダ
ー
は

で
き
ま
せ
ん
。
植
木
協
会
の
皆

様
の
育
て
た
植
物
を
で
き
る
だ

け
多
く
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、『
こ
れ
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に

使
っ
て
欲
し
い
』
と
思
う
写
真

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
委
員
会
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。
植
物
の
写

真
、
風
景
写
真
の
ど
ち
ら
で
も

結
構
で
す
。

さ
て
、
委
員
会
で
は
、
販
売

部
数
の
減
少
に
対
す
る
対
策
と

し
て
協
会
外
へ
の
販
売
を
考
案

し
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て

先
ず
、
東
京
農
業
大
学
の
生
協

に
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
昨
年
の
１２
月
よ
り
販
売

し
て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
植
木
協
会
以
外
の
業

者
や
団
体
等
で
協
会
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
、
利
用
し
て
み
た
い
と

い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
是
非
、
委
員
会
へ
ご
連

絡
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま
す
様

お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
良
い

カ
レ
ン
ダ
ー
の
発
行
に
向
け
て

委
員
会
一
同
努
力
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
、
編
集
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

カレンダー委員会
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ソテツの害虫 クロマダラソテツシジミ特集　

第4回　里山の雑木林
東京農業大学名誉教授　中 村 幸 人

連載「里山植物と景観」 ◆プロフィール　中村　幸人（なかむら　ゆきと）
1952（昭和27）年3月　東京農業大学名誉教授（博士　理学）
専門：植生学、植物地理学、景観生態学
神奈川県鳥獣総合対策協議会委員、神奈川県公共事業評価
審査会委員、国際植生学会群集命名規約委員会委員　他
横浜国立大学助手、作新学院大学教授を経て平成14年より東
京農業大学教授

２０２０年（令和２年）１月９日の東京新聞の記事に『熱帯のチョウ 関東に』
という見出しで、クロマダラソテツシジミという翅を広げた大きさが３㎝ほど
の小さなシジミチョウについての記事が掲載されました。この記事は『地球異
変 すぐそばの温暖化』というシリーズの６回目の記事でした。地球温暖化で
身近に起きている出来事を取り上げて紹介しているもので、熱帯原産の蝶が神
奈川県の三浦半島で目撃されているという情報を基に確認に出向いた記事で
す。結果として蝶は見つからず、葉の食痕もこの蝶の幼虫によるものではない
とのことでした。
今回紹介されている蝶は、名前にソテツの名前が入っているように、幼虫は
ソテツを唯一の食草としており、特に若い柔らかい葉を食べ、硬くなった古い
葉は食べません。幼虫の食害により伸び始めたばかりの若い葉の先端や葉縁が
茶褐色に枯れて見苦しい状態となり、発生が多い場合は葉軸だけとなってしま
うほどです。
国内でその発生が初めて確認された沖縄本島では、その被害が多くみられ、
私が８月に訪れた時には、幹の先端についた若い葉が茶褐色になった姿が目立
ち、その周りを雌の蝶が飛び回っていました。
ソテツを食害するシジミチョウが国内に侵入しており、本土でも確認された
という情報は、以前から報道等で知ってはいましたが、沖縄での現状を知らず、
ソテツの枯れた葉に止まっているシジミチョウを撮影し、戻ってから調べてみ
たところ、それがクロマダラソテツシジミであることがわかりました（写真参
照）。
本土での偶発的な発生では、大きな問題となることは少ないようですが、卵
から成虫になるまでに要する期間が気温３０℃では１２日間という報告もあり、極
めて短い期間で連続して発生する可能性もあるので、連続的に加害を受けると
枯死することもあるようです。

本種はインド、インドネシア、マ
レーシア、フィリピン、中国、台湾
などアジアの熱帯、亜熱帯地域に広
く分布し、わが国では１９９２年（平成
４年）に沖縄本島南部で迷蝶として
飛来し２次発生していることが初め
て確認されました。その後２００７年（平
成１９年）や２００８年（平成２０年）には
大阪や京都でも確認されるようにな
り、今回の記事は神奈川県の三浦半
島でしたが、２００９年（平成２１年）に

は千葉県の房総半島南部の館山
市で確認され、その分布を北に
急激に広げているようです。
原産地が熱帯や亜熱帯である
ことから本土では越冬は困難
で、冬を越した幼虫や蛹からの
２次的な発生は今のところ確認
されておらず、沖縄や南西諸島
などに定着した蝶が台風などの
強風に乗って飛来し、ソテツの
新葉を食べて短い期間に何世代
もの発生を繰り返し、一時的に
分布を広げているようです。そのため年によって発生にむらがあり、大発生が
あった翌年にほとんど発生が見られないようなこともあるようです。いずれに
しろ、常緑のソテツの新葉が茶褐色に枯れ、葉軸のみとなっている姿は、著し
く美観を損ねるので、成虫（蝶）の発生が確認された場合は、薬剤散布を行っ
て速やかに駆除することが必要といえます。
外国からの侵入害虫の被害では、古くは１９０５年（明治３８年）長崎県で発見さ

れた松の天敵『マツノザイセンチュウとマツノマダラカミキリ』の関係が有名
ですが、その後も１９４５年（昭和２０年）には『アメリカシロヒトリ』、２００１年（平
成１３年）には『プラタナスグンバイ』などが北米から侵入しています。最近の
緑化樹木をめぐる害虫について見ても、２０１７年（平成２９年）１０月２５日の緑化通
信で紹介されたことからご存じの方も多いと思いますが、桜や桃、梅などを加
害する『クビアカツヤカミキリ』が２０１２年（平成２４年）に、ごく最近では季節外れ
のクスノキの大量落葉を引き起こすカメムシの仲間の『クスベニヒラタカスミ
カメ』が２０１５年（平成２７年）に、いずれも中国からの侵入が確認されています。
外国からの害虫の侵入は、発生を抑える天敵が国内にいないことが多いた
め、一度定着すると爆発的な発生となり、被害が甚大となる場合が多いので注
意が必要です。
交通や流通のグローバル化で、外国からの害虫の侵入を防ぐことは困難で、
また、これまでは侵入しても越冬できなかった害虫が温暖化で定着が可能にな
るなどの状況を考えると、小さな変化も見逃さず対処していくことがますます
望まれるのではないでしょうか。 以上
参考資料
４．クロマダラソテツシジミ・沖縄県
http : //www.pref.okinawa.jp>site>norin>shinrin>keiei>documents

雑木林といえば国木田独歩の「武蔵野」に出てくる雑木林が有名ですが、た
たずまいの奥深さは人々の生活に密着しているからこそ感性の豊かさを感じ取
れるという、人と自然の在り様が表現されている作品です。私たちが、今、雑
木林に感じる郷愁は祖先から受け継いだ記憶にあるのかもしれません。暮らし
に必要であった薪や炭、自然薯やワラビ、ゼンマイ、アケビなどの山菜、野鳥
のさえずりや心をときめかせる虫たち、たくさんの自然の恩恵をもたらしてく
れました。しかし、残念ながら今、雑木林は私たちの周りから消えていこうと
しています。薪や炭の代わりに電気やガス、野菜や果物はスーパーで手に入り
ます。鳥の鳴き声や虫たちは知らず知らずのうちに遠ざかっていきました。
武蔵野を含め、関東地方に広がるコナラ、クヌギ、クリなどの優占する夏緑
広葉樹林は株立ち、萌芽する樹高８～２０ｍほどの二次林です。私たちの身近に
あり、田園景観を形作る重要な要素の一つです。都市化により面積を今も狭め
ていますが、質的にも大分変ってしまいました。戦後、放置が続いたために遷
移が進み、アズマネザサが繁茂してそれまでの豊かな林床植物を覆いつくし、
さらに鳥散布によって持ち込まれたアオキ、ヒサカキ、ヤツデなどの常緑広葉
樹が侵入して本来の自然林であるスダジイやシラカシなどの常緑広葉樹林に戻
りつつあるのです。
雑木林は薪や炭を取るための薪炭林として２０～２５年毎に伐採されます。さら

に早春の落ち葉掻きは有機堆肥作りに欠かせない作業でした。手の入った雑木
林には７０種ほどの豊かな植物相が見られます。人の手が入ることによってノガ
リヤス、ツリガネニンジン、ミツバツチグリなどの草原性の植物、アケビ、ハ
ンショウヅル、ウツギなどの林縁性の植物、もちろん森林性の植物もあるので
すが、夏緑樹林のウワミズザクラ、ツリバナ、ハナイカダなどと、本来の常緑

広葉樹林のシラカシ、アオキ、テイカカズ
ラなどが混生して賑やかな林相となりま
す。とくに林床には四季折々に多年生草本
類が花を咲かせ、実を結びます。
早春を彩るのはホタルカズラの明るい紫
とフデリンドウの清楚な紫色、キジムシロ
の黄色、ヒトリシズカの白い小花に始ま
り、ヒカゲスゲ、ケスゲの目立たない花、

ホウチャクソウの薄い黄みどりがかった
色、低木もウグイスカグラのピンク色、コ
ゴメウツギのクリームの小花が咲きだしま
す。また、ちょっと乾燥した雑木林にはツ
ツジ類の花が目立ちます。東日本ではヤマ
ツツジのオレンジの花が目立ちますが、関
西のほうへ行くとモチツツジの紫の花が見
られるようになります。夏の雑木林の林床
にはヤマユリ、シラヤマギク、オオバギボ

ウシなどの白い花が目立ちます。ヒヨドリバナ、オトコエシも白、小さいけど
ハエドクソウの花も白と言って良いでしょう。夏から秋に季節が進むとアキノ
タムラソウ、リンドウの紫色、ヌスビトハギやフジカンゾウの薄いピンク色、
アキノキリンソウの黄色、リュウノウギク、シロヨメナの白色などが楽しめま
す。このように夏緑樹林であるがゆえに四季の変化が明瞭で、早春のコナラや
クヌギの柔らかな芽吹きから、春のヤマザクラやオオシマザクラの花が咲きだ
し、初夏にはミズキ、マルバアオダモに移り変わっていきます。そして深緑の
夏から秋の紅葉へと、里の秋が形作られていきます。
人は暮らしの糧を雑木林に求め、手を
入れることによって四季の変化が織り成
す郷愁を人の心に植え付けてきました。
それは縄文時代の採集生活にまで遡ると
考えています。クリをはじめ、どんぐり
の多い森の豊かさが縄文人の暮らしを支
え、高度な文化が花開いたのだと思いま
す。しかし、文明開化といわれる明治時代
以降、今日に至るわずかな時代の中で雑
木林は急速に消えていきました。最大の理由はエネルギーが薪や炭から電気や
ガスに変わったことにあります。そして利用の無くなった雑木林はスギ・ヒノキ
の人工林、宅地などに姿を変えていきました。明治の頃の迅速測図をみると関
東地方の多くはまだ、里山でした。横浜周辺ではすでに東海道線が敷かれてい
ましたが、車窓からは雑木林の広がる素敵な里山が見えていたことでしょう。

株式会社 アスコット
若 林 芳 樹

幼虫の食害を受けたソテツの新葉

早春に咲くクサボケ（神奈川県足柄上郡）

雑木林の林床に咲くチゴユリ
（神奈川県相模原市緑区）

クロマダラソテツシジミ（成虫）

クリ－コナラの早春の雑木林
（神奈川県相模原市緑区）
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竹はポピュラー、なれど不思議な植物 ●特集 10

teatime

ミツバチは、どこか
の植木屋の親方の様に
花から花へと飛び回り
甘い花蜜を集めると
思っている人が多い
が、花以外にもペット
ボトルのジュースとか
アイスの容器や棒など
からも糖分を集めま
す。アメリカでは、採
蜜したところブルーの
蜜が採れたので、周辺
を調べるとチョコレー
ト工場の廃棄物から運
んだこと事がわかりました。虫といえども、作業効率を考えての行動…と関心す
るばかりです。
「西洋ミツバチ」と「日本みつばち」では、蜂蜜の内容が少し違います。西洋
は集蜜能力も高く集団で蜜を集めます。それに対して「日本みつばち」は、個々
であちこちで蜜を集めるようです…。自然界には色々なリスクがあるので、それ
を分散・回避し、効率よく蜜を集めるより種の保存を優先さたようです。日本で

は人の関与が無ければ生き残れない家畜の「西洋ミツバチ」と昆虫界最強のオオ
スズメバチから群れを守る術を進化の過程で手に入れた野生種との違い…全く違
うハチです。
「西洋ミツバチ」は、その季節や樹の開花時期で蜜を搾り、レンゲやトチ、そ
してアカシアなどと単一の花の蜜が味わえるのですが…「日本みつばち」は、あ
れこれと色々な花の蜜を集めるし、量が少ないので１年に１回程度なので、様々
な花蜜がブレンドされた「百花蜜」になります。
それ以上に違いは、「日本みつばち」は「プロポリス」を作りません…（プロ
ポリスは巣内の雑菌の繁殖を抑えます）その代わりに細菌を抑える酵母を持って
いるので病気にかかりにくい…この酵母は「はちみつ」の中にも含まれています。
ビタミンやミネラルも含有している天然のビタミン剤ともいえます。
日本の基準で、糖度７８°以上のものが「はちみつ」と名乗れます…天然の「は
ちみつ」は時間が経つと固まる性質があります。花粉を核にしてブドウ糖がその
回りに結晶体をつくるのです。ブドウ糖の割合が多いと速く結晶化し、細かく滑
らかなクリームハニーになります。そのままトーストに
塗るとこの上なく上品な食感で味わえます。
固まった「はちみつ」は、４０℃ぐらいで湯煎して溶か
してください…高温で溶かすと貴重な成分が破壊された
だの甘い液体になってしまいます。
「日本みつばち」の「はちみつ」を手に入れることは、
かなり難しいですが、もし機会があれば是非味わってみ
てください…「日本みつばち」の「蜜罠（ハニートラッ
プ」に掛かると人生が変わります。そして、新しい物語が
はじまります…。

６回の連載も序章に過ぎなかった…驚愕の事実！（えぇ～）to be continued
井上友二 植木処・井上園（神奈川県）

ちょっと一息、ほっこり出来るような記事を募集しています。是非お送り下さい。

◆プロフィール
１９３３年 富山県生まれ。京都外国語短期大学卒。１９５１～１９９１
年京都大学農学部附属演習林文部技官。この間、故上田弘一
郎京大名誉教授の研究を手伝う。１９８６年九州大学農学博士。
１９９２～２００２年（隔年）高知大学農学部非常勤講師。１９９３年以降
林野庁の特用林産ビジョン検討委員会委員など竹・タケノコ
関連事業委員を歴任。元国際協力機構（JICA）専門家（１９７０～
７２年タイ、１９９４、９５、９７年インドネシア、１９９６年チリ）。現在、竹
文化振興協会専門員、京都市洛西竹林公園専門員。

２０数年前（１９９６年）、国際協力機構（JICA）
から南米のチリにキラという竹が生えてお
り、これが造林地を覆い、造林出来ないの
で、これを撲滅するよう指導してほしい旨
の要請があった。しかし、筆者にとって竹
を撲滅するプロジェクトは未経験であり、
しかもチリ自生のキラ（Chusquea quila
Kunth）という竹についてはまったく知識
がなく、また情報の入手も困難な時代で
あった。
チリは南緯１６度あたりから南極まで太平
洋に沿って南北４,６３０km、また東西平均１８０
kmの細長い国土で、チリの南部には南極
ブナ天然林などの森林地帯が多い。ここに
紹介するキラは南緯３５度～４１度のアンデス
山脈西面の丘陵地帯に自生しており、南緯
３８度にあるマジェコ自然保護林でその生態
について調査した（写真１）。
まず、そのキラの生き方を見て驚いた。
何と、キラが天然林の皆伐跡地を完全に
覆っていた（写真２）。その繁茂は珍しい
〝つる型〟の生育型で林内に立ち入ること
など全く不可能な竹のジャングルであった
（写真３）。
そこで、まず本種の生態を知らなければ
何の対策も考えられないことから、同保護
林内にある宿舎横の牧場に１本の個体を広
げ、枝の出方などを詳細に調査した（写真
４）。まず、最初に成竹した主稈から第１主枝、第２主枝と次々にほぼ同じ太
さの主枝（写真５）を分枝し、その主枝から小枝が無数に分枝するという地上
部の発達過程を確認した。そこで、これをつる型地上部のブランチング・シス

テムと命名①した。さらに、本種の稈にはまった
く中空部が無いことにも驚かされた（写真６）。
次に、地下部の構造をみると、仮軸（連軸）型
で、その構造から相当強力な地下部を構成してい
ることが推察された（写真７）。そこで、その地
下部の繁殖型を詳細に調査したところ、稈が地下
部の芽子から次々に連続して発生しており（写真
８、その繁殖型は東南アジアに生育している熱帯
性タケ類と同様であった。それにしても、南米の
南緯３８度のアンデス山系の麓でもこうした熱帯性
タケ類の特徴を有する竹類が生育していることに
驚かされた。
なお、このキラを撲滅する手段として現地では
ある種の除草剤を使うような勧告を期待していた
ようであるが、筆者は環境への影響を配慮し、結
論として「すべて、根元から切りなさい」と文書
で単純に回答したことを思い出す。
加えて、チリの南極ブナ天然林が皆伐される原

因は日本へ大量の木材チップを輸出するためとの話を耳にしたが、実際にプエ
ルトモント港で巨大なチップの山々（写真９）を見た時にはさすがに複雑な感
情を抱いたことを付記しておきたい。

引用文献 ①Watanabe, M.（１９９７）Bamboo Journal No.１４: １-１４.

シリーズ

（ソバの蜜と推測される）
黒いはちみつ
写真：佐藤建一

写真７．キラ地下部の構造

写真９．プエルトモント巷に山積みの木材
チップ

写真６．主稈の各節間中央部（中空部が無い）

写真８．キラ地下部の観察とスケッチ（カウ
ンターパート、カルロス・カーレル氏）

南米のチリで見たすごい〝つる性の竹〟南米のチリで見たすごい〝つる性の竹〟
渡 邊 政 俊

写真５．第１主枝が同じ太さの第２主
枝を分枝する例

井上さん販売のはちみつ
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ははははははははははちちちちちちちちちちみみみみみみみみみみつつつつつつつつつつ

写真１．チリ国とマジェコ自然保護林
の位置

写真２．皆伐された樹木林を完全に覆
いつくしたキラ

友 友（蜂蜜処・井上園）

写真４．宿舎横の牧場に広げられた１個体のキラ（矢
印のところが主稈の根元）

写真３．一歩も立ち入ること
ができない猛烈なキラの
繁茂


